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イチゴ生産における自動選別パック詰めロボットを活用した 
スマート出荷体系の構築 

 

１ 代表機関・研究代表者 
国立研究開発法人 農研機構西日本農業研究センター 曽根 一純 

 

２ 研究期間：令和５年度～令和７年度（３年間） 
 

３ 研究目的 

イチゴ自動選別パック詰めロボット、非破壊品質評価装置、包装資材

等の更なる改良を進め、多品目、小ロット生産に対応した省力型一貫

出荷体系を構築し、調整作業の省力化と高品質果実安定供給を図る。 
 

４ 研究内容及び実施体制 

①  自動選別・パック詰めロボットの要素技術の確立 

パッケージセンター（PC）等での自動選別・パック詰めロボット等

を活用した省力型一貫出荷体系構築ための基盤技術の開発改良を進

める。 
（秋田県立大学生物資源学部、宇都宮大学農学部附属農場、九州大学大学院農学研究院環境農

学部門、三井金属計測機工(株)、興人フィルム&ケミカルズ（株）、農研機構九州沖縄農業研究セ

ンター暖地畑作物野菜研究領域、農研機構西日本農業研究センター中山間畑作園芸研究領域、小

林いちご農園、JA 阿蘇いちご部会委託部、イオン九州(株)、(株)まるむね） 
 

 ② 実需者における選別・パック詰めロボットの利用技術体系の確立

と実証 

自動選別・パック詰めロボットの利用技術体系の確立と費用対効

果の検証、国内外でのテスト販売等を通じて、社会実装を加速化する。 
（九州農水産物直販(株)、九州大学大学院農学研究院農業資源経済学部門、農研機構九州沖縄

農業研究センター暖地畑作物野菜研究領域、JA 阿蘇いちご部会委託部、イオン九州(株)、(株)

まるむね） 
    

５ 最終目標 

ロボットとの協働体系の構築で､調製作業に関わる労働時間 2割削減。 

検査精度向上､包装資材の最適化等で輸送時果実損傷を慣行比 3割減。 

導入効果の検証と装置導入が可能な経営モデル作成と装置の市販化。 
 

６ 期待される効果・貢献 

自動選別パック詰めロボット等を活用したスマート出荷体系の構築

により、PC での受け入れ体制の拡充が可能となり、輸出拡大も踏ま

えた高品質果実の安定供給による産地ブランドの確立に貢献する。 
 

【連絡先 国立研究開発法人 農研機構西日本農業研究センター 0877-63-8100】 
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